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市
長
２
堪
輩
募
こ
つ
い
風
醐
）

日
本
す
走
党

の
パ
表
寝
間
は
‐

私
、
ひ
ひ
ぢ
伊
灯
う
こ
ど
に
な

り
去
し
た
。
■
局
曖
日
（
自
）

０
濯
表
育
間
は
、
絆
ク
ラ
プ
ヽ

713/_。
バ々

市
民
ク
ラ
“フ
、
貧
朝
党
議
昇
団
、

体軍
睡
●
皇
督
累
団
の
観
に
こ
之
劇
２

人
、
午
鮨
２
人
の
２Ｉ
だ
で
、
私

は
昼
か
ら
２
蓉
あ
に
な
り
手
ｔ

今
回
の
パ
表
管
間
で
は
、
市

改
運
営
に
贈
あ
ろ
尾
花
市
長
の

政
二誤
轟
■
こ
鴫
ら
か
に
す
３
た

め
に
、
０
市
長
盤
挙
に
つ
い
で
．

争
占
ゼ
な
っ
た
山
口
堪
蜂
弔知

Ｑ
産
業
昼
，
Ｔ
肇終
響
籍
惚
ミ

設
に
「
厚
封
」
の
た
饂製
一下ヒ

し
た
尾
花
市
長
０
長
率
著
確
か

あ
今
後
０
封
燕
ど
摂
』訊
所
問
題

に
つ
レー
一く管
問
し
ま
す
ｏ

ａＸ
本
的
な
改
遭
な摯
に
つ

し，
て
，集
興
冒
衛
麗
た
の

機
議
撃
定
や
原
番
ぜ
Ｑ
、
県
め

勝
疑
詢
謹
へ
の
オ
ス
ァ
レ
イ
参

加
‘
繊
翠
運
誘
道
路
計
白
、
国

民
馨
囁
饉
駅
に
お
け
５
日
の
象

担
軸
合
ｔ
増
や
２
」と
で
分護

繰
険
①
零
支
援
者
の
訪
問
Ｌ
迎

所
サ
ー
ビ
ス
書
繰
険
か
ら
外
す

こ
と
な
で
日
の
政
功
に
関
す
３

”官
彙
撫
限
ｔ．
外
ｏ

イ
ン
ス
タ
ン
ト

ミ
ソ
導

軸Ъ軒糞に
う1え

およ1!喘 島

い碍Q大 りヽげには
ttつ t十卜かい

襲
輩
藻
夢
は一雪
な幹
霙
哺

陛
一≡
≡
≡
≡
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≡
≡
≡
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≡
≡
≡
≡
≡
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≡
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≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
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≡
≡
≡
≡
一≡
三
≡
一鷹

――‐‐‐‐‐‐‐‐‐
は
一Ｆ

‐
　
　
」

　

り
は
し
な
レ‐
か
。
発
予
の
世

―――――‐‐‐

――‐‐‐‐‐‐‐‐
ぢ
一卸
ヘ
ノ

Ｐ
“

，
論
と
Ｆ′、
い

フヽ
①
は
、　
げ
げ
ぶ
臀

‐‐‐‐‐‐‐‐

――‐‐‐‐‐‐
に

ｔ
占
め
５
。
　
　
　
　
　
　
――――――

――‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

創

再

＝

ま

い

な
　

一縣
ヤ
）ね
た
市
爵
累

崎

‐――――――

―――‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
嬌
一一捧
偽
仏
週
撃
　

い
　

一牽

）係
た
市
曇

発

は
、
‐―――――‐

ユ

‥

十

　

ヽ
ヽ

～

Ｆ
一
■

キ
一Ｌ
卜

う

――――

――‐‐‐‐‐‐‐

きヽ
墨
日

１
′
　
　
　
　
＜
　
国
爆
料

〓
下
水
道
料
金
等
の

‐‐‐‐―――――‐

――‐‐‐‐‐‐‐
滑
巻

く
市
民
葬
ギ
実
現
し

　

遣

下
げ
、
フ
む
ｔ
医
指
昔
の

‐‐‐―――――‐

‐―――‐‐‐‐‐
　

先

の
市
長
釜
挙

の
際

に
，

拡

ｔ

〓
雇
用
改
善

、
公
ォ
柱

‐‐‐‐‐‐‐‐‐

‐‐―――‐‐‐‐

「
靖
気

あ
３
産

外
ょ
い
和
歌

宅

・
身

近
輿
霊
答
重
ζ

り

‐‐‐‐‐‐‐‐‐

――‐‐‐‐‐‐‐
山
市
ｔ

つ
く
３
会

」
の
市
爵
　
フ
オ
ー
ム
制
度

、
工港
虐
計
画

‐‐‐‐‐―‐‐‐

‐‐‐―――‐‐‐
市
政

ア
シ
ア
ー
ト
の
理
誉
が
，
様

回

ｅ
ｔ
ｃ
，
ア
シ
ケ
Ｌ
卜

‐―――――――‐

――‐‐‐‐‐‐‐

３
６
０
０
通

ｔ
超
え
て
各
せ
　
に
鋳
ヶ
漱
た

で
Ａ
３
う

小
さ

‐――――‐‐‐‐‐

‐‐―――‐‐‐
ら
ネ
た
て
で
，
話

、
そ
の
技
　
＜
も
切
実
際
士
だ
懸
な
プ
ロ
て

‐‐‐‐―‐‐‐

―――‐‐‐‐‐‐
は
こ
ネ
き
で
の
中
で
ダ
ン
ト
　

」ヽ索
か
ら
の
実
潅
弟
の
誌
層
‐―‐―‐‐‐‐‐‐

‐‐―――‐‐‐‐‐―‐‐‐‐‐‐‐‐‐り
沖辞
赦は騰
鵠

卿難
諏聾
毎
彙
靡

日本格海党o

力}ヒう
直だ
爆ま'1す
。

(そ の 3夕 )

‐――――‐‐‐‐
め

ら
万
．
て
の
半
数
７

・
５
　
■
慧
党
の
経
躍
的
拡
矢
と
£

‐‐―‐‐‐‐‐‐

――――‐‐‐‐‐‐
万
瞥
常
に
７
シ
ァ
ー
ト
さ
配
　
い
は
膨

ら
人
で
い
く
．
気
よ

―‐―‐――‐‐‐

―――‐‐‐‐‐‐
布

し
た
ら
し
い
。

こ
理
の
喰

旅
た

ァ
ン
ケ
ー
ト
智
導
い
て
‐‐―――――‐‐

‐‐‐―――

に
は

‐θ
店
も
０
響
嘗
伊
璃
巻
・　
＜
索
３
・　
　
　
　
　
　
　
‐‐‐―‐‐‐‐‐‐

当
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≡
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≡
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≡
三
≡
≡
≡
≡
≡
三
≡
≡
≡
≡
≡
≡
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≡
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≡
〓刊
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q日起41り市議会運営田賓カ霊
ム
日
本
共
産

瑠
贅
灘
ｌο
チ
は
中
止
ｔ
Ｆ

９
月
‐４
日
（
日
）
日
本
共

産
党
の
士に饉
撃
ハ香
員
長
時

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
日
曜
討
論
」
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
７
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
に
ど
つヽ
汁
お
す
３

か
に
つ
い
て
問
わ
れ
，
「
円

申

に
よ
３
物
綱
上
身

に
く
わ
ん

て
　
当
雹
２
一Ｑ
帽
渤
に
よ
っ
て

日
本
繹
繁
は
「
け
循
環

』
ど
こ

３
夕
鱚
循
環
０
簿
瞳
水
域
に
入

ぅ
て
い
３
」
と
指
摘
し
、
４
２

６
Ｒ
の
中
ｐ
Ｐ

（
日
中
灘
生
産

）
の
大
幅
丁
荘
は
、
衆
計
岩
重

て
実
官
管
金
が
募
ち
込
ん
だ
ご

と
が
根
市
に
夢
３
と
強
謁
し
ま

し
た
。

そ
の
フ
え
で
‥
①
著
言
謙
率

ｌθ
％
へ
の
増
彩
い
甲
上
す
３
，

②
大
企
業
へ
６
減
滋
ぽ
ら
ま

き
な
や
脅
壱
●修
層
ビ
本
総

業
に
応
令
い
隼
担
ｔ
ギ
あ
３

漫
劇
誅
革
ｎ
踏
サ
こ
つ
く
Б
．

③
２
８
５
北
円
に
き
で
膨
水

上
が
っ
た
大
牟
棄
俄
螺
暮
″

繰
の
一絆
ｔ
導
吊
し
て
、た

性
管
■
げ

中ヽ
を
し
た
え
円

ｔ
電
挙
す
―
‐
ビ
い
う
バ
察

ｔ
示
し
き
し
た
。

日 日 5雹 会 議 スふ  拷
9/18 木 本会議 隷卑説明
22 月 村 巖管間

4 永 /r・ 一月鰻管問

25 未 ″ 〔請躊酵堆朝限I
% 金
29 月

30 W // 諄スハ ィそ Jう

!?′/′
 l 水 餐て生暮き会 私、椰 お`(F

経率力み舗2 木 //

3 金 ク
■‐1驚

`
鳳 ぼ勲1尋亀含 事実
7 大 環境儡銭探

9 木 本会議マ糧靡鐘染
私 ,ひよt¨の情饂tt.220(日 )午 な々へ2も 詠■・す。

銀
雛僧轟構ふ・り炉要

、
牛 '°
猟
円
鐵壌 詳驚翫 守濯敬こT小な器 v

韓は贈TlΥ戯∫]ょ]:盤ξ林轟ィ

晨
苦
田
武
士
さ
ん
Ｑ
通
鞣
Ｗ

９
月
５
日
（
金
）
日
本
美
確

党
の
構
古
田
封
士
さ
ん
が
亡
＜

た
り
ま
し
た
。
結
古
田
さ
ん
は
・

私
、
ひ
あ
な
か
神
当
運
し
た
η

年
当
蒔
、
釉
撃
塁
墨
薔
Ω
争

務
属
長
ｔ
し
て
い
ま
し
た
。

ザ
リ
棟
鑽
刷
鳳
ツ
ど
の
か

キ
一れ
い
た
見
出
し
の
大
文
掌
￥

文
章
め
た
宇
８
ロ
ッ
ト
リ
／ヽ
グ

社
の
製
図
ベ
シ
ｔ
ナ
メ
な
が
ら

書
い
て
曰ま
し
た
。″膚
吋佐
占

田
さ
ん
が
暑
い
た
市
政
ウ
ォ
ッ

チ
多
グ
挙
タ
ビ
タ
黒
書
な
ど
の

中
作
は
、
い
き
な
に
で
の
構
ぎ

ｔ
失
っ
て
い
ま
せ
た
。
ま
じ
め

行
顔
で
、
ど
・レ÷
で
ホ
ンヽ
ト
が

で
二
ま
で
ウ
ソ
か
力
υ
２
Ｆ
い

π
部
ｔ
吉
レ、
ワ
ッ
は
シ
ｒｌ
Ｋ
発

い
ビ
ば
す
人
で
し
た
が
、
市
政

か
で
う
あ
３
「（キ
う
て
熱
く
設

”
て
く
率
た
そ
の
諸
は
、
私
い

中
に
チ
諄
つ
い
て
い
キ
可

小
一里
雷
違
さ
ん
Ｑ
通

０
）

９
月
‐２
日
（金
）
日
本
書
鷹

礎
魯
郊
響
轟
「Ｑ
む
一里
，
過

さ
ん
が
き
く
な
り
ま
し
た
。
‐１、

二
聖
き
た
は
、
壁
事
糸
ｔ
曹
ち

ｔ
郡
謙
ギ
む
と
で
２

）と
で
、

い
こ
に
い
た
ち
構
け
道
が
あ
５

と
，
、
そ
〓
】
）の
家
族
ｏ
ポ

車

て
か
ｔ
ホ

３
卜

に
よ
く
知
っ

て
い
て
授
え

て
＜
女
ま

し
た
。

私
、
ひ
い
だ
い
柳
つ
選
当
時

は
、
ま
な
衝
い
て
い
て
代
学
①

礎
更
部
で
し
た
が
、
コ
盤
Ｊ
巧

え
３
合
に
参

加
レ
ミ
ユ釜
に
地
域

＾
聴
誠
会
γ
学
審
ａ
ｔ
は
じ
臥

寺
Ｍ
社
姓
坪
会

①
確
じ
め

に
ｔ
”

コ■
米
て
く
家
る
よ
う
た
けマ
ジ
メ

有
人
で
し
た
。
電
年
い
い
ぅ
せ

い
地
方
選
（
翫
に
は
、
小
こ
里

き
た
Ｑ
怪
十
で

和
歌
ヨ
①
不

之
棉
か
り
小
二
塁
さ
た
の
和
に

粂
り
，
⊇
え
置
畠
ピ
一
緒

に

わ
田
田
橋
々
誓
里
橋
村
十
一孝
で

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
ワ
絹
茎
し
た
こ

運
が
一卜
よ
っヽ
率
ま
せ
た
。


